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～
大
学
・
短
期
大
学
部
同
窓
会
が
統
合
後
、

最
初
の
総
会
・
懇
親
会
～

夏
の
暑
さ
も
和
ら
い
だ
こ
の
頃
、
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
年
に
二
回
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
「
大
谷

地
だ
よ
り
」
も
つ
い
に
第
六
十
号
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
大
学
・
短
期
大
学

部
同
窓
会
統
合
後
、
初
め
て
の
定
期
総
会
・
懇
親

会
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

秋
の
恒
例
行
事
で
あ
る
総
会
・
懇
親
会
で
す

が
、
昨
年
か
ら
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌
が
会
場
と

な
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
今
回
も
同
会
場
に
て
開
催
い
た
し
ま

す
。今

年
度
か
ら
は
大
学
と
短
大
の
同
窓
生
を
交
え

て
の
開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
懇
親
会
会
場
の
規
模

を
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場
の
規
模
と
ご
参
加

い
た
だ
け
る
同
窓
生
の
人
数
に
よ
り
ま
す
が
、
昨

年
ま
で
の
立
食
形
式
か
ら
、
ゆ
っ
た
り
ご
歓
談
で

き
る
着
席
形
式
へ
変
更
の
予
定
で
す
。
参
加
さ
れ

る
皆
様
に
、
よ
り
快
適
な
空
間
の
な
か
で
素
敵
な

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
工
夫
し
な

が
ら
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
開
会
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
幹
事
会
で

協
議
し
、
讃
美
歌
と
聖
書
を
拝
読
を
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
す
。
大
学
で
は
今
も
チ
ャ
ペ
ル
タ
イ
ム

を
設
け
て
お
り
、
お
昼
休
み
の
時
間
に
行
っ
て
い

ま
す
。
在
学
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
チ
ャ
ペ
ル
に
足
を

運
ば
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
も
、
例
年
行
っ

て
お
り
ま
す
各
表
彰
式
や
支
部
活
動
報
告
、
招
待

教
員
の
お
話
な
ど
充
実
し
た
内
容
の
企
画
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、
初
め
て
の
参
加
と
な
る
方
も
皆
様
ご
期

待
の
う
え
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
懇
親
会
は
、
本
学
を
退
職
さ
れ
た
先

生
方
の
中
か
ら
、
土
橋
信
男
先
生
、
熊
谷
孝
美
先

生
を
招
待
教
員
と
し
て
お
招
き
い
た
し
ま
す
。
こ

の
二
方
の
先
生
方
が
本
学
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
こ
と
は
ご
存
知
の
と
お
り
と
思
い
ま
す

が
、
先
生
方
に
お
世
話
に
な
っ
た
同
窓
生
の
方

は
、
是
非
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
現
職
の
教
職
員
も
多
数
出
席
予

定
で
す
。「
懐
か
し
い
あ
の
先
生
」「
お
世
話
に
な
っ

た
あ
の
職
員
」
の
顔
が
た
く
さ
ん
思
い
浮
か
ん
で

き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
普
段
な
か
な
か
会

え
な
い
同
窓
生
と
の
再
会
や
、
大
学
・
短
期
大
学

部
の
同
窓
生
の
交
流
の
場
と
し
て
も
ご
利
用
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
同
封
の
葉
書
の

�
出
席
�
に
○
印
を
つ
け
て
投
函
く
だ
さ
い
。
な

お
、
当
日
参
加
す
る
予
定
の
教
職
員
は
、
九
月
下

旬
～
十
月
上
旬
に
大
学
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

随
時
発
表
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
よ
り
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

定
期
総
会
・
懇
親
会
日
程

日

時

十
月
十
七
日
�土

定
期
総
会

午
後
五
時
半

懇

親

会

午
後
六
時
半

会

場

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
札
幌

（
中
央
区
南
一
条
西
五
丁
目
）

会

費

三
千
円

同
封
の
葉
書
に
て
十
月
一
日
ま
で
に
出
欠
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
回
か
ら
は
着
席
式
と
な
り
ま
す
の
で

申
し
込
み
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

熊
谷

孝
美
先
生

一
九
六
四
年

に
女
子
短
期
大

学
に
講
師
と
し

て
着
任
さ
れ
、

生
物
学
や
食
品

学
を
担
当
さ
れ

ま
し
た
。
在
職

中
は
、
図
書
館
長
、
学
生
部
長
、
厚
生
部
長
、
教

務
部
長
、
生
活
教
養
学
科
長
等
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。
中
で
も
学

生
部
長
は
、
四

期
連
続
八
年
と

い
う
長
期
間
に

わ
た
っ
て
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま

し

た
。
そ

の

後
、
一
九
九
六

年
三
月
に
名
誉

教
授
の
称
号
を

授
与
さ
れ
、
同

年
三
月
に
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

招招
待待
教教
員員
のの
ごご
紹紹
介介

土
橋

信
男
先
生

一
九
七
五
年

に
助
教
授
と
し

て
着
任
さ
れ
、

「
教
育
原
理
」

等
を
担
当
し
、

「
ど

ば

ち

ゃ

ん
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
、
本
学
の
教
職
課
程
の
発
展
に
力
を
尽

く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
九
九
三
年
に
本
学

学
長
に
就
任
し
、
六
年
間
に
渡
り
、
大
学
に
大
き

な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
一
年
三
月
に

退
職
さ
れ
、
同
年
十
一
月
に
名
誉
教
授
の
称
号
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

※地下鉄「大通」駅から…３番出口より徒歩約１分

ＪＲ札幌駅から…タクシーで約５分（徒歩約１５分）

今
年
も
各
支
部
に
て
、
総
会
・
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
札
幌
で
行

わ
れ
る
懇
親
会
に
都
合
で
参
加
で
き

な
い
方
、
地
方
で
あ
れ
ば
参
加
し
や

す
い
方
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
札
幌
の
懇
親
会
に
出

席
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
も
大
歓
迎

で
す
。

▼
函
館
支
部

総
会
・
懇
親
会
は
八
月
二
十
九
日

�
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
函
館
支

部
の
清
水
さ
ん
（
〇
一
三
八
―
七
七

―
七
五
四
六
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

▼
北
見
支
部

九
月
五
日
�
に
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
見
支

部
の
五
十
田
（
い
か
だ
）
さ
ん
（
〇

一
五
七
―
三
一
―
五
三
八
八
）
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
帯
広
支
部

九
月
十
二
日
�
に
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
部
長

の
樋
渡
さ
ん
（
〇
一
五
五
―
四
八
―

六
九
三
八
）に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
釧
路
支
部

九
月
十
三
日
�
に
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
部
長

の
櫛
部
さ
ん
（
釧
路
市
役
所
生
活
福

祉
課
〇
一
五
四
―
三
一
―
四
五
八

七
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
旭
川
支
部

十
月
三
日
�
に
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
部
長

の
松
倉
さ
ん
（
〇
一
六
六
―
三
二
―

一
七
二
六
）に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
東
京
支
部

十
月
二
十
四
日
�
に
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
部
長

の
相
馬
さ
ん
（
〇
三
―
三
三
三
八
―

〇
六
二
八
）に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
千
歳
支
部

十
二
月
五
日
�
に
行
わ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
部
長

の
二
ツ
川
さ
ん
（
〇
一
二
三
―
二
四

―
八
二
四
二
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。
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第３５回 北星学園大学公開講座
Extension lecture Hokusei Gakuen University

テーマ：「Another World～ことばが紡ぎだすもの～」

sky（スカイ）、Himmel（ヒンメル）、ciel（シエル）、天空（ティエンコン）、 （ハヌル）そして空（そら）。見上げる空は一つだけなのに何とたくさ
んの名前を持っているのでしょう。こうした言葉の世界に限らず、同じ絵画や物語であっても時代や空間などを異にすることによって全く違った姿に
生まれ変わります。同じであって同じでない世界、また視点を少し変えることによって見えてくるもう一つの世界、というものがあります。私たちの
周辺にも存在するさまざまなAnother Worldを、この講座の受講を機会に探し出してみませんか。

１．開 催 時 間 午後６時２０分～午後７時５０分まで
２．会 場 北星学園大学内教室
３．定 員 ２００名（定員に達し次第締め切ります。）
４．受 講 資 格 期間中受講できる方。
５．受 講 料 一般２、０００円（全期間セットの受講料となっております。）
６．申 込 方 法 申込書に必要事項をご記入いただき、５０円切手を貼付してお送りいただくとともに受講料をお振り込みください。

（受講料を添えて大学窓口〈エクステンション課〉で申し込むこともできます。）
７．受講料の振込方法 申込書に折込の本学所定振込用紙を使用して、金融機関で電信扱いにてお振り込みください。

なお、振込手数料はご負担願います。
（金融機関の収納印をもって領収書に代えますので、振込金受取書は大切に保管してください。）

８．修 了 証 書 ４回以上受講した方に対し、修了証書を交付します。
９．道 民 カ レ ッ ジ �財北海道生涯学習協会が主催する「道民カレッジ」連携講座（教養コース６単位）道民カレッジの受講生は申込書にてお知ら

せください。
１０．そ の 他 受講料のお振込が確認され次第、順次「受講証」をお送りいたしますので、セミナー当日忘れずにお持ちください。

もし、受講証が郵送されてこない場合は、お手数ですが、下記までお問い合わせください。
車椅子等で介添えの必要な方は、申込書の通信欄にその旨お知らせください。後日、大学から連絡させていただきます。
なお、ご記入いただきました個人情報は、本講座を催行する目的以外には使用いたしません。

各回講座の内容は、大学ホームページ（http://www.hokusei.ac.jp）の「新着トピックス」でご覧下さい。参加を希望される方は、下記までご
連絡ください。
北星学園大学 エクステンション課 大学公開講座係（Ｃ館１階） �０１１－８９１－２７３１

■開講日程および講義題目
講 師（専門分野）

経済学部教授
（英語）棚瀬江里哉

文学部専任講師
（中国語）山本 範子

社会福祉部教授
（フランス語）高橋 百代

社会福祉学部教授
（英語）ジェームズ・Ｅ・アリソン

文学部教授
（ドイツ語）佐藤 修子

経済学部教授
（韓国語）高島 淑郎

講 義 題 目

通路を抜けると…
～英国ファンタジーにおける「こちら」と「向こう」～

こことは違うどこか
～中国古典小説における異界観～

モノの見方
～視点を変えれば世界が広がる～

聖書と英語
～世界一のベストセラーが英語に与えている影響～

ことばの構造から文化を垣間見る
～ドイツ語と日本語～

オノマトペ考現学
～韓国社会の喜怒哀楽を炙り出す～

日 程

◎第１回 ９月１８日�金

◎第２回 ９月２５日�金

◎第３回 １０月２日�金

◎第４回 １０月９日�金

◎第５回 １０月１６日�金

◎第６回 １０月２３日�金

●●
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大

学

同

窓

会

短
期
大
学
部
同
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会
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～
こ
れ
ま
で
の
歴
史
・
こ
れ
か
ら
の
歩
み
～

去
る
七
月
十
一
日
、
北
星
学
園
大
学
同
窓
会

と
北
星
学
園
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
の
統
合

を
記
念
し
て
、
祝
賀
会
が
、
札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
銀
扇
の
間
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
後
六
時
三
十
分
、
阿
知
良
俊
一

さ
ん
（
一
九
七
〇
年
社
会
福
祉
学
科
卒
業
）
の

司
会
に
よ
り
、
開
会
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
参
加

者
一
同
で
讃
美
歌
三
一
二
番
を
歌
い
、
大
学
の

草
島
チ
ャ
プ
レ
ン
に
よ
り
聖
書
「
フ
ィ
リ
ピ
の

信
徒
へ
の
手
紙
三
章
十
二
～
十
六
節
」
の
拝
読

と
奨
励
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
松
倉

千
春
大
学
同
窓
会
長
及
び
高
谷
尚
子
元
短
期
大

学
部
同
窓
会
長
（
現
大
学
同
窓
会
副
会
長
）
の

ご
挨
拶
が
あ
り
、
関
係
者
へ
の
お
礼
の
言
葉
と

今
後
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
友
浩
学
園
長
、
金
井
新
二
学
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
友
学
園
長

は
、
二
〇
〇
二
年
四
月
の
短
大
大
谷
地
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
の
移
転
の
と
き
の
お
話
し
、
ま
た
、
故

遠
藤
憲
一
前
同
窓
会
長
の
功
績
に
も
触
れ
ら

れ
、
統
合
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
金
井
学
長
か
ら
は
、

国
立
大
学
に
お
い
て
も
最
近
、
同
窓
会
設
立
の

動
き
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
一
例
と
し
て
、
大

学
か
ら
小
学
校
、
幼
稚
園
ま
で
設
置
し
て
い
る

法
人
が
、
各
校
を
通
し
て
一
つ
の
同
窓
会
を
設

立
し
た
と
こ
ろ
の
お
話
し
が
あ
り
、
同
窓
会
組

織
の
重
要
性
が
、
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、

統
合
後
の
同
窓
会
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
旨
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
祝
辞
の
後
、
杉
本
拓
理
事
長
に
よ
る

祝
杯
で
、
和
や
か
に
懇
談
と
会
食
が
進
み
、
斉

藤
誠
同
窓
会
副
会
長
の
乾
杯
で
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

同
窓
会
の
新
た
な

発
展
を
誓
う

会

長

松
倉

千
春

七
月
十
一
日
、
大
学
・
短
期
大
学

部
の
新
旧
同
窓
会
役
員
、
各
支
部

長
、
大
学
・
短
期
大
学
部
の
教
職

員
、
北
星
学
園
各
学
校
の
同
窓
会

長
、
退
職
さ
れ
た
懐
か
し
い
先
生
が

集
い
、
短
期
大
学
部
同
窓
会
と
大
学

同
窓
会
の
統
合
記
念
祝
賀
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

讃
美
歌
三
一
二
番
の
斉
唱
、
聖
書

の
拝
読
で
始
ま
っ
た
祝
賀
会
の
厳
か

さ
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
同
窓
会
が

忘
れ
か
け
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
、

「
北
星
」
で
の
学
び
を
改
め
て
思
い

起
こ
さ
せ
ま
し
た
。

短
期
大
学
部
同
窓
会
の
会
合
で

は
、
讃
美
歌
を
歌
い
、
聖
書
の
言
葉

に
耳
を
傾
け
、
お
祈
り
を
し
て
会
を

始
め
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
統
合
に

よ
り
新
た
な
発
展
を
目
指
す
新
同
窓

会
を
象
徴
す
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
と

感
銘
を
深
く
し
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
出
席
者
の
皆
さ
ん

と
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
新
同
窓
会
に
期
待
す
る
声
が
大

き
い
反
面
、
別
々
に
活
動
し
て
き
た

二
つ
の
同
窓
会
が
統
合
さ
れ
た
後
の

運
営
を
心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
、
会

長
と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。

互
い
の
優
れ
た
伝
統
や
活
動
は
互

い
に
評
価
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ

と
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な
く
新
た
な

同
窓
会
作
り
を
目
指
す
。
二
つ
の
組

織
が
統
合
さ
れ
た
時
、
多
く
の
組
織

は
運
営
に
お
い
て
互
い
の
過
去
の
利

害
を
主
張
し
、
発
展
が
阻
害
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、
我
が

同
窓
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

こ
の
祝
賀
会
は
、
同
窓
会
の
新
た

な
発
展
を
誓
い
、
母
校
を
支
え
る
決

意
を
新
た
に
す
る
場
と
な
り
ま
し

た
。
会
長
と
し
て
非
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
気
持
ち
を
新
た
に
会
員
の
声

に
耳
を
傾
け
、
会
長
の
責
任
を
全
う

し
た
い
と
考
え
て
お
り
す
の
で
、
役

員
、
会
員
各
位
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

共共共共共共共共共共共共共共共共共共
にににににににににににににににににに
新新新新新新新新新新新新新新新新新新
しししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいい
道道道道道道道道道道道道道道道道道道
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会
長

�
谷

尚
子

深
緑
の
美
し
い
七
月
十
一
日
短
期

大
学
部
同
窓
会
（
女
子
短
期
大
学
同

窓
会
）
は
大
学
同
窓
会
と
の
統
合
記

念
祝
賀
会
を
致
し
ま
し
た
。

一
年
前
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
遠
藤

憲
一
元
会
長
の
温
か
い
ご
尽
力
に
感

謝
と
お
礼
の
思
い
で
胸
が
熱
く
な
る

の
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
私
達
の
活

動
を
見
守
っ
て
下
さ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。短

大
同
窓
生
の
み
な
さ
ま
に
は
二

〇
〇
九
年
三
月
ま
で
「
同
窓
会
だ
よ

り
」
を
発
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
大
学
同
窓
会
か
ら
「
大
谷

地
だ
よ
り
」
が
お
手
も
と
に
届
き
ま

す
。
新
し
い
同
窓
会
活
動
の
始
ま
り

の
第
一
歩
で
す
か
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

統
合
後
の
各
支
部
の
活
動
に
は
次

の
方
々
が
、
副
支
部
長
、
幹
事
と
し

て
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
の
で
今
ま

で
と
変
る
こ
と
な
く
ご
支
援
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

▼
旭
川
支
部

諏
訪
か
よ
子

短
家
５６
・
３
卒

安
田

瑶
子

短
英
６７
・
３
卒

▼
帯
広
支
部

進
藤

亘
子

短
家
６２
・
３
卒

川
村

郁
子

短
家
６０
・
３
卒

▼
北
見
支
部

未
定

▼
東
京
支
部

亀
山

巳
さ

短
家
５７
・
３
卒

笈
川

循
子

短
家
６２
・
３
卒

▼
函
館
支
部

亀
井
百
合
子

短
家
６６
・
３
卒

▼
釧
路
支
部

横
山
み
ど
り

短
家
８１
・
３
卒

▼
千
歳
支
部

森
定

桂
子

短
家
６６
・
３
卒

こ
れ
か
ら
の
各
支
部
懇
親
会
に
は

本
部
か
ら
�
谷
（
大
学
同
窓
会
副
会

長
）
を
は
じ
め
幹
事
（
小
村
知
江
子

Ｅ
十
三
、
長
野
陽
子
Ｋ
二
、
白
倉
幸

美
Ｋ
三
十
二
、
山
鹿
貴
子
Ｅ
四
十

四
）
が
伺
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
広
く
み
な
さ
ま
が
ご
参
加
く
だ
さ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
私
達
は
心
を
合
せ

て
北
星
学
園
大
学
発
展
の
た
め
頑
張

っ
て
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ま
の
お
元
気
と
ご
活
躍
を

祈
り
上
げ
ま
す
。

司会・進行を務める

阿知良俊一さん

（社福７０年卒）

祝辞のなかでキャンパスの近況

報告を述べられる金井新二学長

挨拶の中で統合にあたっての喜びと、今後の抱負を述べる松倉千春会長

祝辞のなかでこれまでの両同窓

会の活動について述べられる大

友浩学園長

祝杯のご発声をされる

杉本拓理事長

２００９年９月１日 （２）Ｈ Ｏ Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｉ第 ６０ 号



大
原

昌
明

地
域
連
携
・
社
会
貢
献
の

新
し
い
試
み

～～～～～～～～～～
ああああああああああ
つつつつつつつつつつ
まままままままままま
ちちちちちちちちちち
ルルルルルルルルルル
ーーーーーーーーーー
ムムムムムムムムムム
開開開開開開開開開開
設設設設設設設設設設
～～～～～～～～～～

昨
年
十
月
八
日
に
、
厚
別
区
、
�

札
幌
副
都
心
開
発
公
社
と
本
学
の
三

者
協
力
の
も
と
で
、
相
互
の
発
展
と

札
幌
副
都
心
を
は
じ
め
と
す
る
厚
別

区
全
体
の
地
域
振
興
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
三
者
連
携
協
力
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
文
系
大
学
に
よ

る
企
業（
産
）と
大
学
、
行
政（
官
）と

大
学
の
連
携
は
散
見
さ
れ
ま
す
が
、

産
官
学
の
連
携
は
全
国
的
に
も
先
駆

的
事
例
の
一
つ
で
す
。

協
定
締
結
後
、
こ
の
協
定
に
基
づ

い
て
三
者
（
学
内
の
担
当
部
署
は
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
で
具

体
的
な
連
携
協
力
に
つ
い
て
の
検
討

を
進
め
、
連
携
協
力
の
一
環
と
し

て
、
本
年
四
月
に
、
新
さ
っ
ぽ
ろ
の

商
業
施
設D

u
o

―２

の
四
階
に
「
あ

つ
べ
つ
ま
ち
づ
く
り
連
携
・
協
力
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
（
略
称
あ
つ
ま

ち
ル
ー
ム
）」を
設
置
し
、
こ
れ
を
三

者
の
連
携
協
力
の
拠
点
と
し
て
利
活

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
つ
ま
ち
ル
ー
ム
は
、
約
十
七
坪

の
面
積
で
、
ス
ク
ー
ル
形
式
で
三
十

名
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
、
パ
ソ

コ
ン
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
、ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
、
F
A
X
付
き
電
話
な
ど
を
備

え
て
お
り
、
各
種
講
座
や
会
議
、
あ

る
い
は
学
生
サ
ー
ク
ル
の
発
表
の
場

と
し
て
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で

す
。エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
を
離
れ
た
場
所
で

の
地
域
連
携
・
社
会
貢
献
の
展
開

を
、
従
来
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
新
し

い
試
み
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
五
月
～
六
月
に
、
北
星
オ
ー

プ
ン
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
地
域
連
携

講
座
「
ま
ち
づ
く
り
入
門
講
座
～
地

域
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
～
」
を

本
学
教
員
が
中
心
と
な
り
オ
ム
ニ
バ

ス
形
式
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
後
期
に
は
厚
別
区
内
の
社
会

教
育
施
設
に
関
す
る
講
座
と
本
学
の

教
授
陣
に
よ
る
子
ど
も
の
心
理
に
関

す
る
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

本
学
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
近
隣

地
域
と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
、
社
会

に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
貢
献
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え

て
、
厚
別
区
全
体
を
視
野
に
入
れ
た

連
携
協
力
の
拠
点
を
継
続
的
に
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
形
で
の

社
会
と
の
連
携
、
地
域
へ
の
貢
献
を

一
層
促
進
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。な

お
、
あ
つ
ま
ち
ル
ー
ム
は
、
団

体
と
し
て
後
援
会
の
皆
さ
ま
の
利
用

も
可
能
で
す
。
詳
細
は
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

北北北北北北北北北北北北北北北北北北星星星星星星星星星星星星星星星星星星オオオオオオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププププンンンンンンンンンンンンンンンンンンユユユユユユユユユユユユユユユユユユニニニニニニニニニニニニニニニニニニババババババババババババババババババーーーーーーーーーーーーーーーーーーシシシシシシシシシシシシシシシシシシテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィ後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期受受受受受受受受受受受受受受受受受受講講講講講講講講講講講講講講講講講講者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内
短
大
が『
文
部
科
学
大
臣

奨
励
賞
』を
受
賞
�

坂
内

正

二
〇
〇
九
年
度
も
早
く
も
半
年
を

過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
英

文
学
科
百
三
十
七
名
生
活
創
造
学
科

九
十
六
名
、
計
二
百
三
十
三
名
の
こ

れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
元
気
な
新
入
生

た
ち
を
迎
え
た
短
期
大
学
部
は
、
南

四
条
校
地
か
ら
の
移
転
八
年
目
を
迎

え
た
今
年
、
こ
こ
大
谷
地
の
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス
の
中
に
し
っ
か
り
と
根
を

お
ろ
し
つ
つ
短
期
大
学
教
育
の
伝
統

と
特
質
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
よ
う

と
、
日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
三
月
に
は
、
英
文
学
科
に
四

半
世
紀
を
超
え
て
奉
職
く
だ
さ
っ
た

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
先
生
が
定
年
を
迎

え
ら
れ
ご
退
職
な
さ
い
ま
し
た
が
、

去
る
六
月
十
日
「
名
誉
教
授
称
号
授

与
式
」
が
行
わ
れ
、
感
謝
の
意
を
こ

め
て
の
祝
賀
の
茶
話
会
が
開
か
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
新
年
度
に
入

り
両
学
科
合
わ
せ
て
三
名
の
新
し
い

先
生
方
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
の
で
、
若
々
し
い
パ
ワ
ー
が

加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
先

生
方
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
お
す
そ
分
け

を
頂
戴
し
、
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が

で
き
て
、
ま
す
ま
す
教
育
に
研
究
に

力
を
注
い
で
い
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
実
は
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い

お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が

英
語
教
育
に
と
て
も
力
を
傾
け
、
ま

た
、
そ
の
成
果
を
様
々
に
生
み
出
し

て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
は
皆
様
ご
存

知
の
通
り
で
す
が
、
と
り
わ
け
こ
の

五
年
の
間
に
二
度
、
二
年
間
と
三
年

間
の
連
続
で
文
部
科
学
省
よ
り
Ｇ
Ｐ

（
グ
ッ
ド

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）校
と
し

て
、「
特
色
あ
る
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」と「
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
選
定
を
受
け
て

ま
い
り
ま
し
た
（
大
変
良
い
教
育
実

践
を
行
っ
て
い
る
短
大
と
し
て
選
抜

を
受
け
、
多
額
の
補
助
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
）。そ
う
い
っ
た
努
力
の
結

果
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
三
月
、
�

日
本
英
語
検
定
協
会
主
催「
実
用
英

語
技
能
検
定
」（
い
わ
ゆ
る「
英
検
」）

の
平
成
二
十
年
度
成
績
優
秀
者
・
優

秀
団
体
表
彰
式
に
お
い
て
、『
文
部
科

学
大
臣
奨
励
賞
』
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
十
年
余
り
、「
優
秀
団
体

賞
」
ま
た
は
「
優
良
団
体
賞
」
の
連

続
受
賞
と
い
う
実
績
を
積
み
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、『
文
部
科
学
大
臣

奨
励
賞
』
は
短
大
部
門
の
頂
点
に
立

っ
た
と
い
う
意
味
の
大
変
な
賞
で
あ

り
、
中
学
校
の
部
か
ら
企
業
・
団
体

の
部
ま
で
の
七
部
門
そ
れ
ぞ
れ
一
団

体
の
み
が
与
え
ら
れ
る
最
高
の
栄
誉

を
英
語
教
育
で
名
高
い
幾
つ
も
の
短

大
を
凌
い
で
受
賞
で
き
た
こ
と
を
、

心
か
ら
、
皆
様
と
と
も
に
歓
び
た
い

と
思
い
ま
す
。
五
年
ぶ
り
二
度
目
の

受
賞
で
も
あ
り
、
実
際
に
受
験
し
頑

張
っ
て
く
れ
た
短
期
大
学
部
学
生
た

ち
の
努
力
に
心
か
ら
の

拍
手
を
お
く
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
後
輩

た
ち
に
そ
の
頑
張
り
が

引
き
継
が
れ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。

社会に門戸を開放し、卒業生、一般社会人、在学生がともに学ぶための生涯学習プログラムです。

「語学」「資格取得」「文化教養」「ビジネス・社会連携」「キリスト教学」のカテゴリーで多彩な講座を開講いたしま

す。久しぶりにキャンパスで懐かしい先生方の講義を受けて学生時代を思い出してみませんか？

�開 講 日�１０月１３日�より

�申込期間�９月１日�～９月２４日�
�申込方法�講義内容をホームページ（http://www.open.hokusei.ac.jp/）でご確認のうえインターネットでお申し込み

ください。ホームページをご覧いただけない場合は、パンフレットをお電話でご請求ください。無料

で送付いたします。

エクステンション課 �０１１―８９１―２７３１（代）

平日８：４５～１６：３０（１１：３０～１２：３０を除く） 土曜８：４５～１２：３０ 日曜・祝日 休み

☆同窓生には受講料割引制度が適用されます。（一部適用外の講座あり）

☆前期から継続している語学系講座では、一部空きが少ないクラスがあります。

募 集 講 座 一 覧

受 講 料

２２，５００円

〔１８，８００円〕

１５，０００円

２２，５００円 〔１８，８００円〕

１０，５００円 〔 ８，８００円〕

２２，５００円 〔１８，８００円〕

３７，０００円 〔３５，０００円〕

３７，０００円 〔３５，０００円〕

７，５００円 〔 ６，３００円〕

３，７００円

１６，５００円 〔１３，８００円〕

１０，５００円 〔 ８，８００円〕

１０，５００円 〔 ８，８００円〕

４，３００円

５，０００円

３，０００円

５，０００円

７，０００円

３，０００円

１，０００円

１０，０００円 〔 ６，７００円〕

回 数

全１５回

全７回

全１５回

全１０回

全５回

全５回

全１１回

全７回

全７回

全５回

全５回

全４回

全５回

全７回

全３回

全４回

全１０回

開 講 日

１０／１５�木 １６：３０～１８：００

１０／１３�火 １９：００～２０：３０

１０／１４�水 １９：００～２０：３０

１０／１５�木 １９：００～２０：３０

１０／１７�土 １３：００～１４：３０

１０／１３�火 １９：００～２０：３０

１０／１５�木 １９：００～２０：３０

１０／１７�土 １０：３０～１２：００

１０／１７�土 １３：００～１４：３０

１０／１３�火 １９：００～２０：３０

１０／１７�土 １３：００～１４：３０

１０／１３�火 １９：００～２０：３０

１０／１７�土 １０：３０～１２：００

１０／１３�火 １９：００～２０：３０

１０／１７�土 １３：００～１４：３０

１０／１３�火 １９：００～２０：３０

１０／１６�金 １９：００～２０：３０

１０／１５�木 １９：００～２０：３０

１０／１３�火 １９：００～２０：３０

１０／１４�水 １９：００～２０：３０

１０／１５�木 １９：００～２０：３０

１０／１３�火 １９：００～２０：３０

１０／１５�木 １９：００～２０：３０

１０／１５�木 １９：００～２０：３０

１０／１６�金 １９：００～２０：３０

１０／１３�火 １９：００～２０：３０

１０／１５�木 １９：００～２０：３０

１０／１７�土 １３：３０～１５：００

１０／１４�水 １９：００～２０：３０

１０／１５�木 １９：００～２０：３０

１０／１７�土 １０：３０～１２：００

１０／１７�土 １０：３０～１２：００

１０／１４�水 １９：００～２０：３０

１０／１４�水 １９：００～２０：３０

１０／１３�火 １９：００～２１：００

１１／２０�金 １９：００～２１：００

１０／１６�金 １９：００～２０：３０

１０／３０�金 １８：３０～２０：００

１０／１４�水 １９：００～２０：３０

１０／１４�水 １９：００～２０：３０

１０／１７�土 １０：３０～１２：００

１０／１９�月 １０：３０～１２：００

１０／１４�水 １９：００～２０：３０

１／２７�水 １９：００～２０：３０

１０／１５�木 １８：３０～２０：００

１０／１３�火 １９：００～２０：３０

１０／１４�水 １９：００～２０：３０

１０／１４�水 １８：３０～２０：００

１０／１３�火
１０／１３�火 １９：００～２０：３０

講 師

エドワード ファロー

クリストファー カートニー

クリストファー サイモンズ

アラン ボゼア

ハリー チャドウィック

スチュワート ウォーカー

ティモシー ホイット

ハリー チャドウィック

ジェラルド ペトラッシュ

ブライアン バーンズ

デビッド アンダーソ

アラン マロック

デビッド アンダーソン

ティモシー ホイット

スティーブン バロー

下田 恭子

ダニエル アーノルド

ゲーザ オルデハーフェル

カリム メシェダル

リ ケンケン

ソン ハイカ

井上 敦子

チョン クワンジャ

イ ボン

キム ウンジュ

チョン ヨンジュ

チョン クワンジャ

足立 清人

エドワード ファロー

デーン ハンプトン

ブライアン バーンズ

江口 均

エドワード ファロー

富士通マイゼミナール講師

田辺 毅彦

柴田 利男 他

大坂 崇徳

東田 育子

ソン ハイカ

三宅 章介

今野 喜文

中村 修三 他

竹川 勝雄

竹川 勝雄

本間 美幸

中嶋 輝明

山我 哲雄 他

講 座 名

はじめての英会話

英会話入門

英会話初級

英会話中級�

英会話中級�

英会話上級

ドイツ語入門

ドイツ語初級

ドイツ語中級

ドイツ語上級

フランス語入門

中国語初級

中国語中級

ハングル入門

ハングル初級

ハングル中級�
ハングル中級�
ハングル上級

ハングル上級・応用編

ラテン語入門

Travel English

英検２級までレベルの読み聞き

Study and Test Skills（英検準１級／高レベルＴＯＥＦＬなど）

ステップアップ英語表現―意味と気持ちが通じる発音法―

TOEIC（R）

マイクロソフト認定資格 Office２００３－Excel

マイクロソフト認定資格 Office２００３－Word

心理学から考える現代日本～教育・医療・介護の現場から～

心理学から考える小学生から高校生までの悩み

建築ＣＡＤ設計

自分らしさを活かすカラーセラピーコーチング

中国文化を散策

～みんなで楽しく～運動不足病にならないための健康運動

ケースで学ぶ経営学�
ケースで学ぶ経営学�
まちづくり入門（その２）～厚別区の社会教育施設を探る～

管理職パワーアップ講座

職場で能力を発揮する講座

家族だからこそ！～すぐに役立つ在宅介護の基礎知識～

ｅラーニングで学ぶ ―はじめての心理学〈記憶と発達〉―

キリスト教研究の入門

カテゴリー

キリスト教学

短
期
大
学
部
長

英
文
学
科

教
授

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

経
済
学
部

教
授

〔 〕卒業生割引受講料

文

化

教

養

ビ
ジ
ネ
ス
・
社
会
連
携

語

学

資
格
取
得

第 ６０ 号Ｈ Ｏ Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｉ（３） ２００９年９月１日
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ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
先
生
は
、
一
九
八
三

年
十
一
月
一
日
に
北
星
学
園
女
子
短
期
大

学
に
専
任
講
師
と
し
て
着
任
、
一
九
九
三

年
四
月
に
同
教
授
に
就
任
さ
れ
、
ニ
○
○

九
年
三
月
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
北
星
学
園
女
子
短
期
大
学

学
生
部
長
、
図
書
館
長
、
教
務
部
長
を
歴

任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
学
を
主
な
研
究
分
野
と
さ
れ
、
短

期
大
学
部
の
授
業
科
目
で
は
、リ
ー
デ
ィ

ン

グ
、英

作

文
、海

外

語

学

研

修
、

G
e
o
g
r
a
p
h
y

（
地
理
）
等
を
担
当
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
、
短
期
大
学
部
英
文

学
科
で
非
常
に
人
気
の
あ
る
授
業
科
目
で

あ
る
「
海
外
短
期
語
学
研
修
」
を
開
講
さ

れ
、
二
十
六
年
間
に
渡
り
、
熱
心
に
教
育

と
研
究
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

短
期
大
学
部

トト
ーー
キキ
ルル

クク
リリ
スス
テテ
ンン
セセ
ンン
先先
生生

にに
名名
誉誉
教教
授授
のの
称称
号号

去
る
六
月
十
日
、
大
学
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
、
名
誉
教
授
の
称
号
授
与

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
年
、
本
学
に
勤
務
さ
れ
、
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
短
大
部
の
ト
ー
キ
ル

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
先
生
に
、
金
井
学

長
か
ら
「
北
星
学
園
大
学
短
期
大
学
部
名
誉
教
授
」
の
称
号
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大
会

女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
と
し
て

短
期
大
学
部
英
文
学
科
二
年

宮
田

芽
依

私
は
今
年
の
二
月
に
中
国
で
行
わ

れ
た
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
と
い
う

世
界
大
会
に
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本

代
表
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
日
本
代

表
と
し
て
選
ば
れ

た
の
は
二
度
目
で

あ
り
ま
し
た
が
、

不
安
は
大
き
か
っ

た
で
す
。
そ
の
中

で
も
一
番
不
安
だ

っ
た
こ
と
が
、
試

合
に
出
ら
れ
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

高
校
二
年
に
初

め
て
日
本
代
表
に

選
ば
れ
て
世
界
大

会
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
試
合
で
満

足
い
く
プ
レ
ー
が

出
来
ず
、
ベ
ン
チ

控
え
の
選
手
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
回
は
絶
対

試
合
に
出
た
く
て
、
数
少
な
い
練
習

の
中
で
精
一
杯
、
監
督
や
コ
ー
チ
に

自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
私
は
六
試
合
中
四
試
合
に
参

加
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ
し
て
最
後

に
は
得
点
す
る
こ
と
も
出
来
ま
し

た
。
得
点
で
き
た
と
き
は
本
当
に
感

激
し
て
、
み
ん
な
も
喜
ん
で
く
れ

て
、
涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

今
回
は
大
学
生
内
で
の
日
本
代
表

選
手
と
い
う
こ
と
で
、
以
前
の
日
本

代
表
の
と
き
に
出
会
っ
た
素
晴
ら
し

い
仲
間
に
再
び
会
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
プ
レ
ー
が
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
と
き
に
は
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

っ
た
り
、
フ
リ
ー
の
時
間
に
は
雑
談

を
し
た
り
、
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

皆
が
い
た
か
ら
乗
り
越
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
と

い
う
共
通
の
も
の
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
短
期
間
で
も
こ
ん
な
に
大
切
な

存
在
に
な
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
皆
と
は
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
バ
ラ
バ
ラ
で
、
簡
単
に

会
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
ず
っ

と
大
切
な
存
在
で
す
。

大
会
に
は
多
く
の
国
か
ら
選
手
た

ち
が
集
ま
っ
て
い
た
の
で
、
現
在
大

学
で
学
ん
で
い
る
英
語
と
韓
国
語
を

実
践
で
き
た
、
い
い
機
会
で
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
か
の
競
技
の
日

本
選
手
団
の
方
々
と
男
子
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
の
応
援
に
行
っ
た
り
、
テ
レ

ビ
で
見
か
け
た
こ
と
の
あ
る
有
名
な

選
手
と
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り

と
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
を
通
じ
て

本
当
に
多
く
の
方
と
触
れ
合
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
就
職
し
た
後
も
ア
イ
ス
ホ

ッ
ケ
ー
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
。
学

生
時
代
よ
り
忙
し
く
な
り
、
以
前
ほ

ど
打
ち
込
む
こ
と
は
出
来
な
く
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
好
き
な
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
な
の
で
出
来
る
限
り

チ
ー
ム
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
。

閉会式で他国の選手と交流する宮田さん（右端）

●
三
月
三
十
一
日
付
退
職

大
学社

会
福
祉
学
部

教

授

嶋
崎

正
躬

経
済
学
部

交
流
教
授

張

岩
紅

短
期
大
学
部

英
文
学
科

教

授

ト
ー
キ
ル

ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン

教

授

エ
ド
ガ
ー

ポ
ー
プ

事
務
局

学
生
支
援
課

西
澤

光
則

司
書
課

武
本

昇
三

就
職
支
援
課

大
塚

園
子

●
四
月
一
日
付
採
用

大
学文

学
部

講

師

松
浦

年
男

経
済
学
部

准
教
授

韓

文
熙

交
流
准
教
授

孫

佩
霞

社
会
福
祉
学
部

講

師

伊
藤

新
一
郎

短
期
大
学
部

英
文
学
科

教

授

竹
村

雅
史

講

師

カ
ー
トア

ッ
カ
ー
マ
ン

生
活
創
造
学
科

講

師

川
部

大
輔

事
務
局

就
職
支
援
課

馬
渕

慎
吾

学
生
支
援
課

蔭
川

亮
太

入
試
課

中
川

祐
貴

●
四
月
一
日
付
任
命
・
異
動

副
学
長

澤
田

裕

短
期
大
学
部
長

坂
内

正

事
務
局
長

長
澤

武
雄

事
務
局
次
長
（
管
理
運
営
担
当
）

（
兼
�
企
画
・
広
報
課
長
）

樋
田
繁
治
郎

事
務
局
次
長
（
学
生
支
援
担
当
）

猪
熊

隆
史

総
務
課
長

小
笠
原
稿
幸

人
事
課
長

佐
々
木
律
夫

学
生
支
援
課

教
務
担
当
課
長

田
口

裕
治

学
生
厚
生
担
当
課
長

桑
原

大
幸

国
際
教
育
担
当
課
長

前
村
俊
一
郎

実
習
担
当
課
長

川
原

靖
彦

入
試
課
長

山
本

一
博

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

高
野

正
明

研
究
支
援
課
長

山
田

充
雄

財
務
課
長

工
藤

孝
廣

附
属
高
等
学
校
事
務
長佐

野

和
眞

●
八
月
一
日
付
異
動

学
生
支
援
課

越
田

実

企
画
広
報
課

山
見

洋
子

司
書
課

山
本

慶
子

馬
渕

慎
吾

総
務
課

五
十
嵐

明

就
職
支
援
課

長
澤

史
栄

教教教教教教教教教教教教教教教教教教
職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員
のののののののののののののののののの
任任任任任任任任任任任任任任任任任任
命命命命命命命命命命命命命命命命命命
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
異異異異異異異異異異異異異異異異異異
動動動動動動動動動動動動動動動動動動
等等等等等等等等等等等等等等等等等等

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

と
は

全
世
界
の
学
生
を
対
象
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ
総
合
競
技
会
で
、

別
名
、
学
生
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

一
九
五
七
年
に
パ
リ
で
開
催
さ

れ
た
も
の
が
実
質
的
な
ユ
ニ
バ

ー
シ
ア
ー
ド
の
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
る
。

現
在
は
同
じ
奇
数
年
に
、
冬

季
、
夏
季
の
両
大
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
（Y

ahoo

百
科
事

典
よ
り
）

左側が宮田さん

サ
ー
ク
ル
活
動
ニ
ュ
ー
ス

３
日
１４
日
か
ら
７
月
１５
日
ま
で
の

報
告
の
あ
っ
た
サ
ー
ク
ル
の
み
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

【
硬
式
野
球
部
】

◆
平
成
２１
年
度
札
幌
学
生
野
球
二
部

春
季
リ
ー
グ
戦

４
位
（
５
勝
４
敗
１
分
）

〈
表
彰
選
手
〉

首
位
打
者
賞
（
４
割
６
分
４
厘
）

高
杉
慎
太
郎

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

二
塁
手

大
久
保
竜
二

遊
撃
手

高
杉
慎
太
郎

外
野
手

三
戸
部

繁

Ｄ

Ｈ

島
尻

幸
平

【
準
硬
式
野
球
部
】

◆
平
成
２１
年
度
北
海
道
地
区
大
学
準

硬
式
野
球
二
部
リ
ー
グ
選
手
権

４
位
（
２
勝
３
敗
）

【
硬
式
庭
球
部
】

◆
平
成
２１
年
度
全
日
本
学
生
テ
ニ
ス

選
手
権
大
会
北
海
道
地
区
予
選
北

海
道
学
生
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

大
会

〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

ベ
ス
ト
４

中
川

香
苗

※
女
子
第
５４
回
全
日
本
学
生
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会
出
場
権
獲
得

◆
全
日
本
大
学
対
抗
テ
ニ
ス
王
座
決

定
試
合
北
海
道
地
区
予
選

北
海

道
学
生
テ
ニ
ス
リ
ー
グ

〈
男
子
４
部
リ
ー
グ
〉

優

勝

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
４２
回
大
滝
杯
北
海
道
大
学
男
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
春
季
大
会

〈
女
子
２
部
リ
ー
グ
〉

準
優
勝

〈
男
子
４
部
リ
ー
グ
〉

優

勝

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
】

◆
第
３６
回
北
海
道
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
春
季
リ
ー
グ
戦

〈
女
子
１
部
〉

優

勝

※
東
日
本
イ
ン
カ
レ
出
場

〈
男
子
２
部
〉

優

勝

※
１
部
リ
ー
グ
昇
格

【
羽
球
部
】

◆
２
０
０
９
年
度
北
海
道
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
春
季
リ
ー
グ
戦
大
会

〈
男
子
３
部
リ
ー
グ
Ｂ
〉

２
位

【
弓
道
部
】

◆
平
成
２１
年
度
北
海
道
中
央
地
区
弓

道
大
会

〈
個
人
戦
男
子
〉

３

位

山
下

俊
輔

〈
個
人
戦
女
子
〉

優

勝

安
田

未
佳

準
優
勝

菅
原

一
紗

◆
第
５６
回
（
平
成
２１
年
度
）
北
海
道

地
区
大
学
体
育
大
会

〈
女
子
団
体
〉

準
優
勝

【
剣
道
部
】

◆
第
２４
回
北
海
道
女
子
剣
道
段
別
選

手
権
・
第
５５
回
北
海
道
段
別
選
手

権

厚
別
区
剣
道
予
選
会

〈
男
子
三
段
の
部
〉

優

勝

本
川

翔
也

準
優
勝

角
張

義
明

〈
女
子
三
段
の
部
〉

優

勝

李
澤
明
日
香

〈
女
子
初
段
の
部
〉

優

勝

三
上
佳
那
子

※
６
面
に
�
そ
の
２
�
を
掲
載

し
て
い
ま
す

そ
の
１

２００９年９月１日 （４）Ｈ Ｏ Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｉ第 ６０ 号
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ツ ム ア ド ベ ン ト

新
企
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
お
知
ら
せ

講
演
会
・
コ
ン
サ
ー
ト
等
も
回
を
重
ね
る
毎
に
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
か
も
一
層
充
実
し
た
内
容

に
向
け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

田口ランディ講演会

日本フィルハーモニー弦楽四重奏団演奏会 「命を見つめる時」
日時：9月１３日（日）午後３時から

会場：本学チャペル
日時：10月10日（土）午後2時から

会場：本学Ａ教室（図書館棟4階）
今年も日本フィルハーモニー交響楽団の皆さんによるコン

サートが実現しました。初秋のひと時、素晴らしい演奏をど

うぞお楽しみください。 老いや、病いを通して人は自分の身体と心に気づきます。最も苦しい時

こそ、自らと他者の命を見つける時でありますね。

母として、娘として、嫁として家族と向き合いながら体験した「命を見

つめる時」について、みなさまと分かち合えたら幸いです。

（田口ランディ）

＜プロフィール＞

１９５９年生まれ。作家。２０００年に長

編小説『コンセント』（新潮文庫）を

発表し、本格的な執筆活動に入る。

ジャンルを問わず広く人間の心の問

題をテーマにした作品を発表。２００１

年『できればムカつかずに生きた

い』（新潮文庫）で第１回婦人公論文

芸賞を受賞。宗教、福祉、医療、社

会問題など幅広いテーマで様々な層

の読者を獲得している。代表作の

『コンセント』は英語、イタリア

語、中国語など７カ国で翻訳出版。

『アンテナ』は映画化されヴェネチ

ア映画祭参加作品となる。作品に『富士山』『ドリームタイム』『被爆のマリ

ア』（文春文庫）『キュア』（朝日新聞出版）『パピヨン』（角川学芸出版）『蠅男』

（文藝春秋）など多数。最新刊は『クレンズの魔法』（海竜社）『宙返りの練

習』（東本願寺出版部）、近刊に『生きなおすにはもってこいの日』（バジリ

コ）。神奈川県湯河原町在住、一児の母。最近は仏教に関心を寄せ、仏教説

話『アングリマーラ』の現代語訳に取り組んでいる。

《演奏曲目》

モーツアルト：弦楽四重奏曲第１番「ローディ」
メンデルスゾーン（生誕２００年記念）：弦楽四重奏曲第１番「カンツ

ォネッタ」
ハイドン（没後２００年記念）：弦楽四重奏曲第７７番「皇帝」ほか

Zum Advent
～アドベントによせて～

日時：１２月１２日(土) 午後２時から

会場：本学チャペル

札幌生まれ。東京芸術大学ピアノ科卒業後、渡独。ベルリン芸術大学
ピアノ科卒業、同大の講師を務めながらベルリンを拠点にヨーロッパ各
地でコンサート、音楽祭に出演。近年は、ベルリン芸術大学主催「歌曲
と器楽曲の夕べ」の企画・構成を担当し、定期的に演奏会を行う。日本
では夏季と３月に帰国して札幌を拠点にリサイタル、室内楽や後輩の指
導を行っている。
現在、ベルリン芸術大学講師、ベルリーナー・ベーレン代表。

１９７９年ドイツのシュトゥットガルト生まれ。ハノーバー国立
音楽大学、ミラノ音楽院、トロッシンゲン国立音楽大学で学
ぶ。数々のセミナー、音楽祭に参加。また、ヨーロッパ、アメ
リカ各地で協奏曲のソリストを数多く務め、室内楽でも活躍、
ラジオ放送やテレビ出演も多い。

２００７年４月より北海道教育大学岩見沢校芸術課程音楽コース
の外国人教師として来日、後進の指導に当たっている。

各々の申し込み受付け開始日は下記のとおりで

す。これ以前のお申し込みは無効となります。

○１日本フィルコンサート：９月１日�火より

○２田口ランデイ講演会：９月２５日�金より

○３大平由美子コンサート：１１月２７日�金より

定員になり次第締め切らせていただきます。

「○月○日講演会・コンサート参加希望」とお書

きになり、氏名、連絡先電話番号、参加希望人数を

明記の上、ハガキまたは電話、FAX、e-mailでお申

し込みください。

なお、お申し込みされた方は直接大学へお越しく

ださい。整理券等は発行しません。

お申し込み・問合せ先
〒００４―８６３１ 札幌市厚別区大谷地西２丁目３―１

北星学園大学同窓会事務局 同窓会プロジェクト係

TEL．０１１―８９１―２７３１ FAX．０１１―８９２―６０９７

e-mail:dousoukai@hokusei．ac．jp

お願い
友人、知人の方もぜひお誘いください。

なお、小さなお子さんの入場はご遠慮ください。

講演会・コンサートの

申し込み方法について

アドベント（待降節）に入って１４日目にあたる午後のひと時、ピアノソロとチェロのデ
ュオで名曲の数々をお贈りします。ヨーロッパのクリスマスシーズンの雰囲気をお楽しみ
ください。

♪
オ
ペ
ラ
・
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
・

お
ぺ
ら
�
北
星
�
７
♪

五
月
二
十
三
日

�
、
札
幌
オ
ペ
ラ
ス

タ
ジ
オ
の
皆
さ
ん
と

バ
リ
ト
ン
歌
手
柴
山

昌
宣
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
、
今
年
七
回
目

と
な
る
オ
ペ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

前
半
は
、
ロ
ッ
シ

ー
ニ
作
曲
《
ラ
ン
ス

へ
の
旅
》
や
《
セ
ビ

リ
ヤ
の
理
髪
師
》、ま

た
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
作
曲
《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》
よ

り
、
名
作
曲
が
次
々
上
演
さ
れ
、
時
の
た
つ
の
を
忘

れ
ま
し
た
。

後
半
は
、伊
藤
康
英
作
曲「
さ
く
ら
横
ち
ょ
う
」「
あ

な
た
の
恋
人
に
会
い
ま
し
た
」な
ど
美
し
い
声
を
堪

能
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
オ
ペ
ラ
《
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ

ラ
ヒ
ロ
イ
ン
大
集
合
！
》で
は
、ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
の
楽

し
い
掛
け
合
い
に
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
幸
せ
な
時
に
は
」
や
「
乾
杯
の
歌
」
に

チ
ャ
ペ
ル
が
満
た

さ
れ
、
コ
ン
サ
ー

ト
が
終
了
し
ま
し

た
。
百
六
十
四
名

も
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

当
日
予
約
な
し

に
来
ら
れ
た
方
や

何
度
目
か
の
参
加

の
方
も
多
く
、
オ

ペ
ラ
が
広
く
楽
し

め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
と
感
じ
ま

し
た
。

同窓会プロジェクト会員募集
同窓生から広く会員を募集します。

活動内容：講演会、コンサート等の企画立案・実施、「大谷地だ

より」“プロジェクトからのお知らせ”紙面の作成

活動日：毎月第２水曜日（不定期に臨時例会があります。）

興味、関心のある方はぜひ下記までご連絡ください。

北星学園大学同窓会事務局 同窓会プロジェクト係

TEL ０１１―８９１―２７３１ FAX ０１１―８９２―６０９７

e-mail：dousoukai@hokusei．ac．jp

松本 克己
（ヴァイオリン）

伊堂寺 聡
（チェロ）

九鬼 明子
（ヴァイオリン）

後藤 悠仁
（ヴィオラ）

大平 由美子
（ピアノ）

フリーデリケ・キーンレ
（チェロ）

第 ６０ 号Ｈ Ｏ Ｋ Ｕ Ｓ Ｅ Ｉ（５） ２００９年９月１日
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同窓会寄贈図書学生希望・図書館選定

図 書
１ 戦艦ミズーリに突入した零戦

２ 宮崎駿の雑想ノート

３ 泥まみれの虎�宮崎駿の妄想ノート

４ 高い砦

５ 空の記憶�新海誠美術作品集

６ 戦争報道の内幕

７ 軍艦島 全景

８ 小説・秒速５センチメートル

９ １９７２ 青春 軍艦島

１０ 廃墟ディスカバリー

１１ こころライブラリー

１２ 放送大学・大学院教材

１３ ふくろうの本

１４ とんぼの本

１５ 日本女性文学大事典

Ｄ Ｖ Ｄ
１ 画家と庭師とカンパ－ニュ

２ 落下の王国

３ 敵こそ我が友

４ 君の涙ドナウに流れ ハンガリー １９５６

５ プレステージ

６ 和解せず

７ アタラント号

８ アンティゴネ

９ 群盗 第七章

１０ ザ・ガーデン

１１ ファンタスティック・プラネット

１２ 裁かるるジャンヌ

１３ ジャバウォッキー

１４ 私は貝になりたい

１５ 陰日向に咲く

１６ バッテリー

１７ 紀子の食卓

１８ 歩いても 歩いても

１９ ぐるりのこと。

２０ いのちの食べ方

２１ きみの友だち

２２ 軍艦島１９７５ ―模型の国―

２３ 僕の彼女はサイボーグ

２４ Bones ボーンズ シーズン�―１～１１

２５ おくりびと

２６ 川のささやき～辻井伸行

サントリーホールLIVE!

２７ Ｘ―ファイル ファーストシーズン

２８ Ｘ―ファイル サードシーズン

２９ THE OCファーストシーズン VOL．1

３０ THE OCファーストシーズン BOX１

３１ THE OCファーストシーズン BOX２

３２ 24ＴＷＥＮＴＹ ＦＯＵＲ シリーズ�
３３ アグリー・ベティ シーズン１ VOL．1

３４ アグリー・ベティ シーズン１ BOX1part1

３５ 人生のエッセイ

Ｃ Ｄ
１ マタイ受難曲

２ 辻井伸行／ｄｅｂｕｔ

３ 辻井伸行×佐渡裕／ラフマニノフ．ピ

アノ協奏曲第２番

同窓会から在学生への還元事業として図書館への図書寄贈を毎年行っています

が、今年度の寄贈図書の選考結果がでましたので、お知らせいたします。同窓会

寄贈図書は、在学生からのアンケート結果を考慮した上で、在学生が読みたい図

書、親しみやすい図書となっています。

今年度の寄贈図書は、次の通りです。

※ 北星学園大学図書館は、同窓生の方にもご利用いただけます。ご利用の際は、身分証明書

と写真（３�×３�）をお持ちになり、図書館カウンターへ直接お出でください。当日よ

り図書の貸し出しを受けることができます。詳しい利用方法や開館日程は、ホームページ

（http://library.hokusei.ac.jp）でご確認ください。ご不明な点は、お気軽にカウンター

でお尋ねください。

星
学
祭
開
催
の

お
知
ら
せ

い

ち

ご

い

ち

え

『
一
期
一
笑
』

こ
れ
が
、
十
月
十
日
�
、
十
一
日

�
の
二
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

る
、
第
四
十
八
回
星
学
祭
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
す
。

委
員
会
で
は
現
在
、
今
年
度
の
企

画
に
つ
い
て
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を

も
と
に
検
討
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
前
の
七
月
十
四
日

に
は
「
第
一
回
星
学
祭
説
明

会
」
を
開
催
し
、
今
年
度
一
回

目
の
研
究
発
表
・
模
擬
店
等
出

展
募
集
を
行
な
い
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
是
非
同

期
生
や
ご
家
族
と
共
に
、
母
校

の
イ
ベ
ン
ト
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

思
い
出
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
旧

交
を
温
め
、
学
生
も
含
む
世
代

を
超
え
た
交
流
を
持
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
こ
れ
を
一
生
涯
に
一

度
だ
け
の
機
会
に
せ
ず
、
毎

回
、
い
っ
ぱ
い
の
笑
み
に
溢
れ

た
関
係
を
築
こ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

同
窓
会
奨
励
生
決
定
！

今
年
度
の
同
窓
会
奨
励
生
が
決
定
し
ま
し

た
。「
卒
業
後
も
同
窓
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加

す
る
意
志
の
あ
る
大
学
・
短
大
部
二
年
次
以
上

の
学
生
、
大
学
院
生
で
、
学
内
外
を
問
わ
ず
に

様
々
な
分
野
で
努
力
し
、
活
躍
し
て
い
る
学

生
」
と
い
う
募
集
要
項
で
、
在
学
生
自
身
に
よ

る
自
己
推
薦
に
よ
っ
て
募
集
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
応
募
者
の
な
か
か
ら
、
幹
事
会
で

協
議
の
結
果
、
次
の
五
名
の
採
用
が
決
定
し
ま

し
た
。
な
お
、
採
用
さ
れ
た
五
名
の
奨
学
生
に

は
、
十
月
の
同
窓
会
懇
親
会
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
、
会
員
お
よ
び
教
職
員
に
紹
介
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
奨
励
生
へ
の
奨
励
金
授
与

式
と
合
わ
せ
、
過
去
の
奨
励
生
と
と
も
に
同
窓

生
の
集
い
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
も
七
月
二

十
三
日
に
行
い
ま
し
た
。
金
井
新
二
学
長
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
同
窓
生
や
過
去
の
奨
励
生
が

参
加
し
、
先
輩
、
後
輩
の
間
で
和
や
か
に
懇
談

さ
れ
、
松
倉
千
春
会
長
か
ら
奨
励
金
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

奨

励

生

外
崎

雄
斗

（
大
学

英
文
学
科
四
年
）

鳴
海

真
也（

大
学

経
済
法
学
科
四
年
）

原

将
太

（
大
学

経
営
情
報
学
科
三
年
）

畑
瀬

匡
甫（

大
学

経
済
法
学
科
二
年
）

沼
田

遼（
大
学

経
済
法
学
科
二
年
） サ

ー
ク
ル
活
動
ニ
ュ
ー
ス

【
ス
キ
ー
部
】

◆
第
３６
回
全
国
学
生
岩
岳
ス
キ
ー
大
会

〈
女
子
新
人
戦
〉

２

位

馬
場

麻
衣

◆
第
９
回
札
幌
ス
キ
ー
連
盟
ば
ん
け

い
モ
ー
グ
ル
競
技
会

〈
男
子
〉

１

位

斎
藤

竜
也

【
競
技
ダ
ン
ス
部
】

◆
第
２７
回
全
北
海
道
学
生
競
技
ダ
ン

ス
八
種
目
選
手
権
大
会

〈
ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
〉

３

位

板
橋
由
香
里

〈
ワ
ル
ツ
〉

４

位

板
橋
由
香
里

【
陸
上
競
技
部
】

◆
第
６１
回
北
海
道
学
生
陸
上
競
技
対

校
選
手
権
大
会

〈
女
子
８
０
０
�
決
勝
〉

４

位

藤
井

千
紗

◆
第
５７
回
千
葉
顕
彰
中
長
距
離
競
走

大
会

兼

小
樽
陸
上
競
技
記
録
会

〈
男
子

高
校
一
般
５
０
０
０
�
〉

１

位

橋
本

拓
哉

〈
男
子

高
校
一
般
１
５
０
０
�
〉

１

位

橋
本

拓
哉

◆
第
１３
回
小
樽
後
志
陸
上
競
技
選
手

権
大
会

兼

第
６１
回
小
樽
陸
上

選
手
権
大
会

〈
男
子

共
通
５
０
０
０
�
〉

１

位

橋
本

拓
哉

〈
男
子

共
通
１
５
０
０
�
〉

１

位

今
野

卓
哉

２

位

橋
本

拓
哉

〈
女
子

共
通
１
５
０
０
�
〉

２

位

藤
井

千
紗

〈
女
子

共
通
８
０
０
�
〉

１

位

藤
井

千
紗

〈
女
子

共
通
円
盤
投
げ
〉

２

位

千
葉

朕
子

【
ビ
リ
ヤ
ー
ド
部
】

◆
第
２２
回
全
道
ナ
イ
ン
ボ
ー
ル
大
会

〈
ジ
ュ
ニ
ア
級
Ｃ
ク
ラ
ス
〉

３

位

宮
野

優
巳

◆
デ
ィ
ノ
ス
プ
レ
ア
ン
ダ
ー
Ｂ

〈
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
〉

準
優
勝

宮
野

優
巳

編

集

後

記

九
月
に
入
り
、
北
海
道
の
短
い
夏

も
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

同
窓
生
の
み
な
さ
ん
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
四
月
に
大

学
、
短
大
の
同
窓
会
が
統
合
し
、
短

大
同
窓
生
の
み
な
さ
ま
に
も
、
今

後
、
九
月
と
三
月
の
年
二
回
、「
大
谷

地
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し
て
参
り
ま

す
。
同
窓
会
の
活
動
や
大
谷
地
キ
ャ

ン
パ
ス
の
近
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
総
会
・
懇

親
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
イ
ベ
ン
ト

も
盛
り
だ
く
さ
ん
に
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
同
期
、
先
輩
、
後
輩
を

誘
っ
て
参
加
し
て
、
学
生
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
同
窓
会
事
務
局
で
は
、
同

窓
生
の
動
向
に
つ
い
て
、
情
報
収
集

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
住
所
変
更
、

ご
慶
弔
等
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
同
窓
会
事
務
局

樋
口
）

そ
の
２

●

●

●

●
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